
 

（学校用） 

様式 A-1   

平成  ２４年  ２月 ９日 

 

 

サイエンス・ダイアログ 実施報告書 

 

１．学校名・担当者氏名： 青森県立八戸北高等学校 ・ 高木 和彦                                  

 

２．講師氏名：  Okolo Benneth  SIMON 博士                                              

 

３．同行者氏名：  大築 圭                                                     

 

４．実施日時： 平成 ２４年  １月 １９日 （木）    １３：５０～１５：３０ 

 

５．参加生徒：   ２年生 ４０人、    年生   人、    年生   人 （合計   人） 

        備考：（例：理数科の生徒） ２学年 SSH コース生                                    

 

６．講演題目： （英文）Natural Resources and Sustainable Development in Africa                        

 

 （和文）持続可能な開発と自然資源管理： 

スーダンとナイジェリアにおける石油の事例研究              

 

７．講演概要：前半はベン先生の自己紹介や現在の研究に至った経緯等をお話いただいた。 

講演ではパワーポイントを用いてゆっくりと簡単な英語で分かりやす説明いただき。 

ところどころでの通訳の大築先生による日本語での説明も大変良かった。 

最後に３０分ほど質疑応答をしたが、生徒はもっと会話を楽しみたかったとのこと。 

 

８．使用言語： 英語  

 

９．講演形式： 

（１）講演時間  ７０ 分     質疑応答時間   ３０ 分 

 

（２）講演方法 （例：プロジェクター使用による講演、実験・実習の有無など） 

             パワーポイントをプロジェクターにて投影しながらの講演。                           

 

（３）通訳 （例：同行者によるサポート、外国人研究者本人による日本語説明） 

             ベン先生の英語に続いて通訳による和訳があった。                               

 

（４）事前学習時使用教材（事前学習を行った場合のみ） 

 

                  本校 ALT と英語教諭作成のオリジナルのプリント                                           

１０．学校からの支給経費（該当がある場合）：  □交通費     □宿泊費      □謝金 

 

１１．その他特筆すべき事項： 
 


